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「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
よ
っ
て
、
消
費
税
の
増
税
に
か
か
る
い
わ
ゆ
る
三
党
合
意
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
案
」
が
成
立
し
て
か
ら
、
来
年
で
十
年
と
な
る
。
し
か
し
二
度
に
わ
た
る
増
税
と
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
消
費
税
の
あ
り
方
は
、
先
の
総
選
挙
に
お
い
て
も
国
民
的
な
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
消
費
税
の
使
途
に

つ
い
て
正
確
な
情
報
を
提
供
し
、
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

消
費
税
収
の
使
途
に
つ
い
て 

 

１ 

消
費
税
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
に
お
い
て
社
会
保
障
目
的
税
化
す
る
も
の
と
さ
れ
、
財
務
省

の
示
す
「
消
費
税
収
の
国
・
地
方
の
配
分
と
使
途
」
な
ど
の
資
料
に
お
い
て
も
国
分
の
「
社
会
保
障
目
的
税
化
」
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
「
社
会
保
障
目
的
税
化
」
と
は
何
か
、
そ
の
定
義
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

消
費
税
法
第
一
条
第
二
項
に
お
い
て
も
、
消
費
税
の
収
入
（
国
分
）
は
社
会
保
障
四
経
費
（
年
金
、
医
療
、
介
護
、
少

子
化
）
に
充
て
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降
、
消
費
税
収
（
国
分
）
は
そ
の
全
額
が
社
会
保
障

四
経
費
に
充
て
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
使
途
に
は
全
く
充
て
ら
れ
て
い
な
い
か
、
確
認
し
た
い
。 



 

２ 

 

 
３ 

令
和
三
年
度
に
お
け
る
消
費
税
収
の
使
途
と
し
て
は
、
例
え
ば
内
閣
官
房
よ
り
「
令
和
三
年
度
の
消
費
税
増
収
分
の
使

途
に
つ
い
て
」
な
ど
の
資
料
が
示
さ
れ
、
政
府
か
ら
は
「
基
礎
年
金
国
庫
負
担
割
合
二
分
の
一
」
「
社
会
保
障
の
充
実
」

「
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
社
会
保
障
四
経
費
の
増
」
「
後
代
へ
の
負
担
の
つ
け
回
し
の
軽
減
」
の
四
項
目
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
四
項
目
以
下
の
細
目
も
含
め
、
消
費
税
収
の
よ
り
詳
細
な
使
途
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

前
項
に
関
し
お
示
し
い
た
だ
く
使
途
の
各
項
目
の
う
ち
、
そ
の
財
源
に
他
の
税
収
や
公
債
金
が
充
て
ら
れ
ず
、
国
負
担

分
の
財
源
が
、
全
て
消
費
税
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
て
い
る
項
目
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 

 

５ 

使
途
を
社
会
保
障
へ
限
定
す
る
こ
と
は
、
消
費
増
税
へ
の
国
民
の
信
頼
に
直
結
す
る
約
束
事
で
あ
る
。
し
か
し
充
当
項

目
を
列
挙
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
消
費
税
は
一
般
財
源
で
あ
り
、
国
庫
に
入
っ
た
後
の
実
際
の
使
途
の
検
証

は
困
難
で
あ
る
。
「
目
的
税
化
」
が
明
言
さ
れ
、
消
費
税
法
、
地
方
税
法
に
お
い
て
明
確
に
使
途
が
法
定
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
政
府
は
、
消
費
税
と
社
会
保
障
四
経
費
に
つ
い
て
区
分
経
理
を
行
わ
な
い
の
か
。 

二 

社
会
保
障
の
財
源
と
消
費
税
の
関
係
に
つ
い
て 

 

１ 

社
会
保
障
四
経
費
と
消
費
税
収
の
差
額
に
つ
い
て
、
財
務
省
の
公
開
し
て
い
る
「
『
福
祉
目
的
化
』
及
び
『
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
に
よ
る
社
会
保
障
の
安
定
財
源
確
保
』
の
推
移
」
な
ど
の
資
料
に
お
い
て
「
ス
キ
マ
」
と
呼
称
さ
れ
、



 

３ 

 

「
後
代
へ
の
負
担
の
つ
け
回
し
」
で
あ
る
と
し
て
、
公
債
金
に
よ
っ
て
「
ス
キ
マ
」
の
全
額
が
賄
わ
れ
て
い
る
か
の
前
提

に
立
つ
説
明
が
散
見
さ
れ
る
が
、
消
費
税
以
外
の
税
収
は
、
社
会
保
障
四
経
費
に
投
入
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。
「
ス
キ

マ
」
の
財
源
の
内
訳
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

仮
に
、
消
費
税
以
外
の
税
収
が
社
会
保
障
四
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
金
額
等
に
よ
っ
て
は
消
費
税
収
の

投
入
に
よ
り
「
後
代
へ
の
つ
け
回
し
の
軽
減
」
が
図
ら
れ
る
と
の
説
明
に
疑
義
が
生
じ
る
と
こ
ろ
、
平
成
二
十
四
年
度
か

ら
二
十
五
年
度
の
高
齢
者
三
経
費
（
年
金
、
医
療
、
介
護
）
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降
の
社
会
保
障
四
経
費
に
充
て
た
税

収
の
内
訳
に
つ
い
て
、
年
度
ご
と
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」
以
降
の
社
会
保
障
給
付
費
の
財
源
に
つ
い
て
、
各
年
度
の
内
訳
を
示
さ
れ
た
い
。
特

に
保
険
料
以
外
の
公
費
負
担
部
分
に
つ
い
て
、
財
務
省
は
、
「
税
金
と
借
金
」
で
あ
っ
て
「
そ
の
多
く
が
借
金
」
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
税
金
と
借
金
の
内
訳
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

政
府
は
社
会
保
障
財
源
に
公
債
金
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
後
代
へ
の
つ
け
回
し
」
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
し
か

し
一
般
会
計
全
体
の
歳
入
の
四
割
は
公
債
金
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
社
会
保
障
四
経
費
に
つ
い
て
、
他
の
費
目
と
異
な

っ
て
、
特
段
、
公
債
で
は
な
く
税
に
よ
る
国
民
負
担
を
図
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。
理
由
と
併
せ
て
示
さ



 

４ 

 

れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


